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今までの教育活動を特別支援教育の視点からもう一

度見直していくことが，支援の必要な生徒とその周

りにいる生徒の人間関係を深めることにつながって

いると考える。 
総合的に見ていくと最も大切なことは，このエピ

ソード１つ１つに，それぞれ教師の思いや生徒の思

い，保護者の思いが詰まっているということである。

そして，その１つ１つを読むことによりその時の状

況がありありと分かり，読んでいる側も自分のこと

のように感じていく。それが，明日からの自分の教

育活動につながっていくと考える。だからこそ，エ

ピソード記述を書きそこから読み取っていく作業が

大切だと考える。 
 
Ⅲ 総合考察 

１ 大切なことは何か 
まずは，支援を行う生徒だけでなく，彼らの周り

にいる生徒に対する支援も同時に考えないといけな

いと考え，その視点や具体的な支援方法を入れた「支

援表」を作成した。しかし，そこには生徒の生き生

きとした活動や思いが見えにくく，また教師の思い

も見えにくいことから，「支援表」とともにエピソー

ド記述で表現しようとした。 
エピソード記述を筆者自身も書き，また他の方の

多くのエピソード記述を読んだり，数人でエピソー

ド記述について話し合いを行っていくと次のような

ことが分かってきた。読む側になると，それぞれの

エピソード記述から教師の思い，心の揺らぎや，生

徒のことなどをたくさん知りたくなり，自分ならど

うなのかを問われるような気持ちになる。また，書

き手がどう思っているのかを確認でき，自ずと自分

の指導や支援を振り返ってしまう。そして，多くの

人と意見を交わすことによって，もっと知りたくな

り，生徒や教師への解釈が広がる。書く側になると，

素直な気持ちになりエピソード記述を繰り返し書く

と自分を振り返ることができ，それを討議していく

と他者（読み手）からの視点を自分（書き手）の中

に取り込むことができる。そうすることで，子ども

の日々の生活の場面で，大事な言葉かけが自然にで

きている。 
ここで，エピソード記述から得た「教育臨床知」

で示されたことや，エピソード記述や「支援表」の

中に示されたものをまとめていくと，特別なことは

少なく，私たち教師が普段行ってきた「あたりまえ」

のことであることがうかがえる。しかし，逆から言

えば，「あたりまえ」のことを見過ごしていたために，

教師は日々の教育活動で悩んでいるのではないかと

思う。よって，生徒と教師の関係を築き，支援の必

要な生徒と彼らの周りにいる生徒の人間関係を深め，

生徒同士の人間関係を深めていくためには，今まで

行ってきた自分にとっての「あたりまえ」の教育実

践活動をもう一度見直し，子どもを中心に，一人一

人を大切にする教育を行っていくことであると考え

た。そして，教師として人間としての自分を見つめ

直し，様々な視点で子どもの気持ちに気づき，寄り

添うことが重要であると言えよう。 
２ 今後の課題（展望） 

エピソード記述は，書き手が自分で行っていく作

業であり，その作業こそ支援のための力につながる

と考える。エピソード記述を書くことにより，教師

側がどう変わったのか，エピソード記述の有効性や

必要性については今後の研究にゆだねていきたいと

思う。また，「支援表（支援の具体的方法）」をさら

に使えるものにするための課題もある。 
この研究や実践がきっかけになり，支援の必要な

生徒だけでなく彼らの周りの生徒に着目した研究が

今後とも増え，様々な実践が行われることに期待し

たい。 
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【 要 旨 】 

重度・重複障害のある子どものコミュニケーション発達を促すためには，実態を客観的に把握し，適

切に評価すること，評価内容から発達段階を捉え，具体的に目標や学習内容の設定をする必要がある。

本研究では，客観的な実態把握につながる 1 歳までのコミュニケーション評価スケールと発達段階に応

じた目標と指導内容を設定する際の参考となる指導内容表の作成を目的とする。これらの有用性につい

て，事例を通して検討した。評価スケールを使用することで，発達的観点から対象児の評価が可能とな

り，結果に基づき指導内容表を参考にすることで，より実態にあった指導計画を立案することができた。 

 

【キーワード： 重度・重複障害のある子ども  コミュニケーション   

実態把握の客観性  発達段階に応じた目標設定  指導内容の設定  】 

 

Ⅰ 研究の目的と方法   

１ 問題の所在  

(1) 社会的背景  

近年，児童生徒の障害の重複化や多様化に伴い，

一人一人の教育的ニーズに応じた適切な教育の実施

が求められている（文部科学省，2009）。島根県の状

況を見てみると，平成23年度は，知的障害養護学校

では40.3％，肢体不自由養護学校では85.4％という

高い割合で重複障害のある子どもが在籍しており，

対応した教育をさらに充実させる必要がある（島根

県教育委員会，2012）。 
(2) 重度・重複障害のある子どものコミュニケーシ
ョンと支援者の問題 

コミュニケーション能力は，人の生活や発達に重

要な役割を担っている。コミュニケーション発達に

は，対人関係や情緒の発達，認知の発達，ことばの

発達，あるいは発音・構音を含んだ運動機能の発達

等，様々な要因が絡んでいる（宇佐川，1995）。重度・

重複障害のある子どもは障害を併せ有し，発達遅滞

があるため，コミュニケーションや関連する認知に

おいて発達上の問題がある。また，受け身の生活が

長く続き，自己決定の経験が少ない等から，思いや

要求を発信することが乏しい（川住，2005）状況が

考えられる。 

しかし，松田(1997)は，コミュニケーションが活

性化しない理由として，「支援者が，動きや表情の変

化が乏しい子どもの気持ちがなかなか読みとれない。

子どもの表出は軽く扱われがちになる」等とし，支

援者に問題があることを指摘している。 

これらの問題は，支援者が重度・重複障害のある

子どもの実態や発達段階を適切に把握できていない

こと，それらに基づく支援ができていないことに原

因があるのではないだろうか。以上のような現状か

ら，実態把握をするための具体的な指標となるもの，

そして，具体的に目標や指導内容を設定する指標と

なるものが必要であると考えている。 
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(3) 重度・重複障害ある子どものコミュニケーショ
ンのアセスメントと教育的活用                                                

アセスメントの先行研究として，「重度重複障害児

の子どもの発達評価シート（坂口，2006）」や「やり

とりの芽生えと展開のアセスメント（齋藤，2009）」

等があり，重度・重複障害ある子ども実態を客観的

に把握しようと試みている。これらについて，県内

の特別支援学校の教員を対象（30～50代の教員，10

名）に，実際に使用する際の課題として考えられる

事項について調査を行ったところ，実態把握に活用

できると考えている教員が多いことが伺えた。しか

し，「評価するのにコミュニケーションにおける専門

的な知識が必要である」，「評価項目の幅が広いため，

次の発達段階に上がりにくく，変容を感じにくい」

という回答があげられた。また，「アセスメントでの

評価結果から，学習の目標設定や指導内容を具体的

にどのように組み立ててよいのか分からない」とい

う回答もあった。 

実態把握した結果を具体的に学習へ活用している

先行研究として，「肢体不自由特別支援学校における

重度・重複障害児のコミュニケーション学習の実態

把握と学習支援（小池ら，2011）」がある。これにつ

いても，特別支援学校の教員を対象（40～50代の教

員，５名）に聞き取り調査を行ったところ，「発達段

階にあった学習の設定をどのようにしてよいか分か

らない」等の回答があった。 

これらの調査結果から，特別支援学校の教員が求

めるアセスメント及び教育的活用を提案するツール

として，「コミュニケーションの専門的な知識が少な

い教員でも，重度・重複障害のある子どもの実態を

客観的に把握できる，具体的で分かりやすい表現で

示された指標」と「アセスメントで導き出した実態

から発達段階を捉え，具体的に目標や学習内容の設

定を考えられる指標」が必要であると考えている。 

なお，発達段階を捉える視点として，白石（1994）

は，発達は必ず段階を踏んでいき，段階に達すると

急に新しい力が獲得されていく「質的転換期」があ

るとしている。また，坂口（2006）は，発達段階に

合わせて学習の場を設定することが重要だとしてい

る。このことから，教育的活用を考える上では，発

達の質的転換期を捉え，その発達段階に応じた学習

への活用が必要である。そして，重度・重複障害の

ある子どもの学習活動に発達理論を具体的に活用す

れば，学習を系統的に捉える視点が得られるのでは

ないだろうかと考えている。 

 

２ 研究の目的 

重度・重複障害のある子どものコミュニケーショ

ン発達を促すためには，教員が子どもの実態を客観

的に把握し適切に評価すること，及び，評価した実

態から子どもの発達段階を捉え具体的に目標や学習

内容を設定する必要がある。これらを行いやすくす

るための指標を作成する必要があると考え，本研究

の目的を以下のように設定する。 

○重度・重複障害のある子どもを発達的に実態把握

することが可能なコミュニケーション評価スケ

ール（以下，評価スケール）を作成する。 

○評価スケールで評価した内容を基に，目標設定や 

指導内容の設定ができる指導内容表を作成する。 

  

３ 研究方法 

評価スケールでは，健常の子どもが示す「発達の

特徴」を把握し，質的転換期に分けた発達段階と月

齢ごとに，１歳までのコミュニケーションの状況を

評価できる表を作成する。   

指導内容表では，各発達段階における「発達の特

徴」から，重度・重複障害のある子どもの指導に活

用できるよう，考えられる「目標例」や「学習への

活用の例」，「学習場面（例）」を検討し，表にまとめ

る。また，評価スケールの評価項目と発達段階ごと

の「発達の特徴」との関連を検討する。 

作成後，評価スケールと指導内容表の有用性を検

討するため，事例研究を行う。 

 

Ⅱ 評価スケールと指導内容表の作成 

１ 評価スケールの作成 

 健常児の発達をみると，多くは1歳前後でことば

を話す前に，視線や表情の変化，身体の動き等で大

人とコミュニケーションを図ろうとする。一方，障

害のある子どもは，ことばやコミュニケーションの
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Ⅱ 評価スケールと指導内容表の作成 

１ 評価スケールの作成 

 健常児の発達をみると，多くは1歳前後でことば

を話す前に，視線や表情の変化，身体の動き等で大
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発達に何らかの遅れを見せることが多く，重度・重

複障害のある子どもは，ことばを獲得する前段階に

とまることが多い（坂口，2006）。このことから，こ

とばを獲得する１歳までのコミュニケーション発達

の変容を細かく評価していくことで，重度・重複障

害のある子どもの実態を詳細に評価することができ，

客観的な実態把握につながるのではないかと考えて

いる。 

(1) 発達段階理論の先行研究 

コミュニケーション発達の段階をまとめた先行研

究として，Bates，竹田，坂口の発達理論がある。Bates

（1975）は，初期の発達を，生後から10ヶ月頃まで

の，子どもの意図は聞き手（大人）によって解釈さ

れるという「聞き手効果段階」，10 ヶ月から１歳頃

に始まる，意図を行為で伝えられるようになる「意

図的伝達段階」，発信のバリエーションの中に「こと

ば」が加わり，意図を明確に伝えようとする「命題

伝達段階」に分けている（竹田，2005）。坂口（2006）

は，「聞き手効果段階」をさらに４段階に細分化した。

周囲の環境に適応するための「準備期」，人やものの

動きに対して注意を向ける「二項関係の成立期」，自

分の要求をかなえてくれる大人の存在に気づく「三

項関係の移行期」，興味関心が大人の意図へ移行する

「三項関係の成立期」である。二項関係は「子ども

と大人との関係」や「子どもとものとの関係」を，

三項関係は「子どもとものと人（もの）との関係」

を指す。三項関係を獲得すると，子どもは視線，発

声，全身の動きや手を伸ばす等の手段を組み合わせ，

大人に要求を伝えるようになる（坂口，2009）。また

三項関係を成立させる重要な要因として，「他者と関

心を共有する事物や話題へ，注意を向けるように行

動を調整する能力」である「共同注意」がある（大

神，2002）。 

また，コミュニケーション発達とあわせて，関連

の深い認知発達についても捉える必要があると考え，

Piagetの発達理論を参考にする。Piagetは，子ども

の発達の最初の段階を，感覚と運動を同時に用いて，

自己の身体や周囲の世界を探索する時期とした。感

覚運動期は，言語によらない行動による思考，ある

いは，行動そのものが思考の代わりをするとし，２

歳までを「反射の行使」，「第１次循環反応」，「第２

次循環反応」，「第２次循環反応の協応の時期」，「第

３次循環反応」，「シェマの協調手段の発見」の６段

階に分けている。第 1段階では，吸てつによる反射

活動が主であるが，同化と調節を繰り返し，次第に

手段と目的の理解や対象の永続性を理解するとして

いる（相場，1988）。 

これらの先行研究から，評価スケールに発達段階

とそれぞれの段階の特徴を「発達の特徴」としてま

とめ，指導内容表に示す。 

(2) 評価スケールの評価の視点 

質的転換期ごとに分けて発達段階を捉える一方で，

実態をより細かく把握できるよう，視点に分け，月

齢ごとに1歳までのコミュニケーションの発達を捉

えていく。視点は，「聞く」「見る」「人との関わり」

「発信」の４つを設定する。人からの関わりや環境

の変化を受けとめているかについては「聞く」と「見

る」の視点，相互に伝達するための基盤となる人と

の関わりについては「人との関わり」の視点，要求

伝達については「発信」の視点とする。あわせて，

コミュニケーション発達と関連の深い「認知」の視

点も表記する。評価項目は，発達検査や文献，先行

研究から視点にそって取り出し，整理する。 

引用した発達検査や文献，先行研究は，「遠城寺式

乳幼児分析的発達検査法（遠城寺，1977）」，「新版Ｋ

式発達検査2001（国際社会福祉センター, 1983）」，

「言語期における認知・コミュニケーション行動の

発達評価チェック・リスト（試案）（新藤・玉井・

山崎・堀江・城本・兵頭・竹中・森下，1999）」，

「共同注意関連行動の出現時期（大神，2002）」で

ある。 

(3) 評価スケール 

作成した評価スケールは表１の左部分である。 

２ 指導内容表の作成  

(1) 指導内容表の作成 

指導内容表は，コミュニケーションの発達段階に

応じて，特徴を捉えながら学習への活用ができるよ

う，Bates（1975），竹田（2005），坂口（2006）の発

達段階の区切りで作成する。 

ここでは，実践研究等を参考に，評価スケール作
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月
齢

聞く
関連の深
い目標

見る
関連の
深い目
標

人との関わり
関連の深い
目標

発信
関連の深
い目標

認知
月
齢

発達の特徴と目標例 学習への活用の例
学習活動
（例）

0

1)大きな
声にびくっ
としたり目
を覚ます

2)音を聞
かせると
身動きが
止まる

1)準備②
2)準備③

1)養育者
の顔をよ
く見つめ
る

1)準備
③④⑤
二項

関係①
②

1)養育者によく
微笑む

2)養育者が顔を
近づけると目が
合う

1)準備③⑤
2)準備③⑤

1)いろいろな
泣き方をする

2)泣いていて
も、ミルクや
おむつ交換、
抱っこなどで
泣きやむ

1)準備①④
2)準備②③

1)ガラガラなどのおも
ちゃを持たせても保持
しない

準
備
期
反
射
期

0

①生得的な反射活動が主である
・ふれられたり揺れたりすることに対して反応する。
・近くの音や光、人の顔、おもちゃなどに意識をむ
けようとする。

②快不快を行動で表せるようになる
・ふれられたり揺れたりする感覚に気づく。
・笑ったり泣いたりすること、身体の動きや視線等
で表現する。

③関わる身近な大人やものに気づく
・関わる大人や近づいたものに対して注意を向け
る。
・大人とのスキンシップを受け入れる。
・関わりに手を動かす等、身体を動かして気持ち
を表現する。

④自分の意図を伝える手段を獲得するようにな
る
・大人からの関わりや音や声に対して、表情の変
化や身体の向きや動きで応える。
・自分から声を出したり動いたりして、大人の注
意を向けさせようとする。

⑤身近な人と他の人との違いに意識を向ける
・声や関わり方などの手がかりから人の違いに意
識を向ける。
・身近な養育者の声や動きに気づき、意識を向け
る。

①②③④⑤・子どもがなるべく気持ちよく過ごせるように、環境を整
える。

①・子どもが受け入れやすい働きかけを繰り返し行う。
・顔やおなか等を自分の手でさわる活動を取り入れる。
・自発的な動きを活かし、子どものペースで関わるようにする。難し
い場合は、子どもの表情や動きの変化を読み取りながら、子どもの
手をとり、自分の身体やものを一緒に触る。

②・身体を通した関わりを多くする。抱っこ、揺れる、目を合わす、さ
わる、マッサージ、くすぐり遊び、タッピング等を声がけしながら行い、
心地よい感覚を子どもが味わえるような活動を設定する。

③・子どもの近くで、対面し、自然に目が合うようにやりとりを行う。
・子どもの動きを待ち、一方的にならないように、子どものペースで
関わる。
・子どもの見えやすい位置や受け入れやすい関わりから、働きか
ける。

④・大人に意識を向けたり、やりとりが成立したりするよう、子どもの
表情や動きを読みとり、それらしい意味づけをする。
・子どもの反応に、ことばや表情、揺れ等で応え、やりとりが継続
できるようにする。

⑤・呼びかけ方やふれ方など、一定の関わりで関わる。
・スキンシップを多く取り入れ、遊びの共有を図る。
・自分の特徴を活かした関わり方で関わる。

○スキン
シップや
抱っこ、
等

○音楽
光 振動
などを
使った遊
び

1

1)養育者
の声で手
足をバタ
バタさせ
ていたの
に静かに
なる

1)準備②④
⑤
二項関

係①

1)顔を注
視

1)準備
③⑤
二項

関係①
②

1)泣いている時､
養育者の声で泣
きやむ

2)だっこなどをす
ると泣きやむ

1)準備②④
2)準備②④

1)自発的ほ
ほえみ

2)泣き方のパ
ターンの獲得
する

3)話をするよ
うに声を出す

1)準備①③
2)準備④
3)準備①

1)ガラガラなどのおも
ちゃを３秒程度保持で
きる

2)手をひらいたり閉じ
たりする

1

2

1)声の方
向を向く

1)準備③
二項関

係①

1)人の追
視

2)鈴をな
らすと注
視する

1)準備
③
二項

関係①
②

2)準備
③

1)言葉のリズム
に同調して手足
を微妙に動かし
たり発声したり
することがある

2)何をされても
泣きやまないこ
とがある

1)準備③④
二項関係
①

2)準備④
二項関係
①

1)ほほえみ
2)機嫌の良
い時はあたり
を見回して声
を出したり、
手足を動かし
て一人で遊
ぶ

3)養育者の
話しかけに注
視して、微笑
み返したり活
発な動きや
発声によって
反応する

1)準備③
二項関

係①

2)準備②④
3)準備③⑤
二項関

係①②③

1)把握することに意識
・ガラガラなどのおも
ちゃを５秒以上持つ
・積み木 片手に３
秒保持

2)鈴などの小さいもの
にも注視する

2

3

1)歌や音
楽がきこ
えてくると、
にこにこ
する また
は泣きや
む

2)音楽や
音のする
方へ顔を
向ける

1)準備期③
二項関

係①

2)準備③
二項関

係①

1)鏡 自
像に注視

1)準備
③⑤

1)人の声にあわ
せるように発声

2)人からの働き
かけに表情や発
声で表す

3)話しかけると
声を出して喜ぶ

1)準備③
二項関係
①②③

2)二項関係
①②③

3)二項関係
①②③

1)声をたてて
笑う

2)気に入らな
いことがある
とぐずって怒
る

3)ほほえみ
かけ

1)二項関係
①③

2)二項関係
①③

3)二項関係
①②③

1)ガラガラなどのおも
ちゃをつかんで離さな
い

2)積み木を両手に持
つ
持ち方は掌把握

3)おもちゃを差し出す
と見る

二
項
関
係
の
成
立
期

第
１
次
循
環
反
応

3

①身近な人との関わりを深める
・身近な人からの関わりに、顔を向けたり、声を
出（口を動か）そうとしたりする
・なじみのある活動や繰り返しのやりとりの中で、
期待したり気持ちを表現したりする。
・身近な大人との活動を共有し､継続して楽しむ。
②視線を共有する
・関わりに目を合わせたり、応えて笑ったり声を
出したりする。

③自分から発信する
・大人との簡単なやりとりができる。
・大人の注意を引きつけたり、関わりを終了したり
して、自分から関わろうとする。

④自分の身体や外界に対して結果を求めて働き
かける
・自分の指をなめたり見たりして自分へ働きかけ
る。
・鈴やガラガラなどのおもちゃに興味をもち、手足
を動かして繰り返し遊ぶ。
・見たものに手を伸ばしたりつかもうとしたりする。

①・安心できる関係の中で、身近な大人と、心地よいやりとりの経験
ができるようにする。
・好きな人や特定の人が認識できるようにする。（関わり方に特徴
を持たせる。サインを決めたりする。服の色 等）

①②・（人ー人） （人ーもの）のそれぞれの二項関係が十分に楽し
めるように工夫する。
・子どもの気持ちを読み取り､寄り添ったことばがけをする。
・（人ー人）の関係において、視線や気持ちをあわせ、気持ちを共
有したり、要求が伝わったりするような体験ができるようにする。
・視線を合わない場合には、視線が合うのを待ったり、一緒に楽し
く活動したりする体験ができるようにする。

①③・パターンを決めたやりとり遊びを楽しめるようにする。
・決まった形で要求ができるよう、子どもの反応に応えながら関わ
る。
・子どもの出すサインを、関わる大人が共有できるようにする。
・やりとりの中で子どもの行動に、ことばや模倣で意味づけをし、
子どもからの発信を確かなものにする。

④・自分から、人やものに関わる活動を、繰り返し楽しめるような時
間や空間を設定する。
・子どもが理解しやすい、光や音が出るおもちゃで一緒に遊ぶ。

・大人も近くで関わりながら一緒に遊び、子どもの行動をほめたり、
変化に応えたりする。（三項関係への発展）

○身近な
人と関わ
る活動
・抱っこ
・揺れあ
そび
・目や声
を使って
のやりと
り遊び
・かかわり
遊び

○ものと
関わる活
動
・おもちゃ
・楽器（鈴
等）
・
・歌絵本
・

4

1)養育者
の声を聞
き分ける

2)養育者
の声に振
り向く

1)準備⑤
二項関

係①

2)準備⑤
二項関

係①

1)人の顔を見て
ほほえむ

2)話しかけに対
して応える

1)二項関係
①②

2)二項関係
①②
三項移行
②

1)部分的に
抑揚を模倣

1)二項関係
①③

1)把握
ガラガラなどのおも
ちゃは１分

2)小鈴 注視

3)おもちゃを取り上げ
ると抵抗する

4)おもちゃに手を伸ば
すが上手くつかめな
い

4

①子どもの実態把握

②発達の特徴と
の関連をつかむ
→課題をつかむ

④実践
③個別の
ねらいを
設定

成時に検討した「発達の特徴」から「目標例」を，

目標に準じた支援や配慮事項を「学習への活用の例」

に，大まかな活動場面を「学習活動（例）」にあげる。

作成にあたって参考にした実践研究等は，樋口

（2013），飯野（2012），長崎自立活動研究会（2004，

2008），横浜市立中村特別支援学校（2009）等である。 

(2) 指導内容表 

作成した指導内容表は表１の右部分である。 

(3) 評価スケールと「発達の特徴」との関連  

ここまで，発達段階の区切りで指導内容表を整理

してきたが，評価スケールで評価した内容を基に，

目標や指導内容の設定ができるようにする必要があ

ると考え，評価スケールの評価項目と指導内容表の

「発達の特徴」との関連を検討する。 

重度・重複障害がある子どもの場合，健常児の発

達とは違う発達のアンバランスさが見られる（白石，

1994）ことがある。評価スケールは４つの視点と認

知に分類して評価するが，各視点の評価が同じレベ

ルであることは稀なことであると予想される。評価

スケールと指導内容表の関連づけることで，各視点

の発達の違いに応じた対応を具体的にできるのでは

ないかと考えている。 このことから，ある視点の行

動（評価項目）を形成するための基礎となる他の行

動との関連づけを考え，評価スケールの各視点の評

価項目の右欄に関連を示す（表１の左部分）。 

３ 評価スケールと指導内容表の使用方法 

評価スケールと指導内容表を一覧にし，実態把握

と指導が一連の流れになるように，使用方法を以下

のように考えた。また，図１に，評価スケールと指

導内容表の使用方法のイメージ図を示す。 

(1) 子どもの実態把握  評価スケールの項目に，そ

の行動が観察される場合は（＋）を，されない

場合は（－）を記入する。また，確実ではない

場合は（△），評価できなかった行動は（？）

を記入する。 

(2) 子どもの課題をつかむ 各視点の（－）の評価

項目について，関連の深い「発達の特徴」に照

らす。準備期の①であれば，指導内容表の準備

①の「発達の特徴」と「目標例」と「学習への

活用例」を確認する。また，どこの発達段階に

課題があるのか合わせて検討する。 

(3) 目標の設定  (2)で導き出した課題と各視点で

導き出した「発達の特徴」と「目標例」を参考

に，目標設定をする。アンバランスな実態によ

っては，より多くの関連のある「発達の特徴」

が導き出されることが考えられるが，目標に応

じて指導場面を考えたり，重要な目標に重点を

置いたりする。また，指導内容表を参考に，個々

の実態にあうよう，具体的にし，指導計画を作

成する。 

(4) 実践  Ｐ（plan：計画）Ｄ（do：実行）Ｃ（check：

評価）Ａ（action：改善）のサイクルで実践を

行う。 

図１ 使用方法のイメージ図 

 

Ⅲ 評価スケールと指導内容表に基づいた事例研究 

有用性を確かめるため，次の２つの視点について

検討した。 

○重度・重複障害のある子どものコミュニケーショ

ン行動を，評価スケールを用いて客観的，多角的

に評価できるか。 
○評価スケールでの評価結果に応じて，指導内容表

を参考にし，目標や指導内容の設定ができるか。 

１ 手続き 

(1) 対象 
① 対象 Ａ 中２男 (Ｂ肢体不自由特別支援学校在籍) 
② Ａの実態 
・新版K式発達検査  全検査（0：5）姿勢・運動（0：

7）認知（0：6）言語社会（0：5）（H25．4実施） 
・歌絵本等では，「ボタンを押したら音楽が鳴る」と



表１－１　コミュニケーション評価スケールと指導内容表

指導内容表

月齢 聞く
関連の深い
発達の特徴

見る
関連の深い
発達の特徴

人との関わり
関連の深い
発達の特徴

発信
関連の深い
発達の特徴

認知
月
齢

発達の特徴と目標例 学習への活用の例
学習活動

（例）

0

1)大きな声に
びくっとした
り目を覚ます
2)音を聞か
せると身動き
が止まる
　

1)準備②
2)準備③
　
　
　
　
　

1)養育者の
顔をよく見つ
める

1)準備③④⑤
　二項関係①
②

1)養育者によく微笑
む
2)養育者が顔を近づ
けると目が合う

1)準備③⑤
2)準備③⑤

1)いろいろな泣き
方をする
2)泣いていても、
ミルクやおむつ交
換、抱っこなどで
泣きやむ

1)準備①④
2)準備②③

1)ガラガラなどのおもちゃを
持たせても保持しない

0

1

1)養育者の
声で手足を
バタバタさせ
ていたのに
静かになる
　
　

1)準備②④⑤
　二項関係①
　
　

1)顔を注視 1)準備③⑤
　二項関係①
②

1)泣いている時､養育
者の声で泣きやむ
2)だっこなどをすると
泣きやむ

1)準備②④
2)準備②④

1)自発的ほほえ
み
2)泣き方のパター
ンの獲得する
3)話をするように
声を出す

1)準備①③
2)準備④
3)準備①

1)ガラガラなどのおもちゃを３
秒程度保持できる
2)手をひらいたり閉じたりす
る 1

2

1)声の方向
を向く
　
　
　
　
　

1)準備③
　二項関係①
　
　
　
　
　

1)人の追視
2)鈴をなら
すと注視す
る

1)準備③
　二項関係①
②
2)準備③

1)言葉のリズムに同
調して手足を微妙に
動かしたり発声したり
することがある
2)何をされても泣きや
まないことがある

1)準備③④
　二項関係①
2)準備④
　二項関係①

1)ほほえみ
2)機嫌の良い時
はあたりを見回し
て声を出したり、
手足を動かして
一人で遊ぶ
3)養育者の話し
かけに注視して、
微笑み返したり
活発な動きや発
声によって反応
する

1)準備③
　二項関係①
2)準備②④
3)準備③⑤
　二項関係①
②③

1)把握することに意識
　・ガラガラなどのおもちゃを
５秒以上持つ
　・積み木　片手に３秒保持
2)鈴などの小さいものにも注
視する

2

3

1)歌や音楽
がきこえてく
ると、にこに
こする　また
は泣きやむ
2)音楽や音
のする方へ
顔を向ける

1)準備期③
　二項関係①
2)準備③
　二項関係①

1)鏡　自像
に注視

1)準備③⑤ 1)人の声にあわせる
ように発声
2)人からの働きかけ
に表情や発声で表す
3)話しかけると声を出
して喜ぶ

1)準備③
　二項関係①②
③
2)二項関係①②
③
3)二項関係①②
③

1)声をたてて笑う
2)気に入らないこ
とがあるとぐずっ
て怒る
3)ほほえみかけ

1)二項関係①
③
2)二項関係①
③
3)二項関係①
②③

1)ガラガラなどのおもちゃを
つかんで離さない
2)積み木を両手に持つ
　持ち方は掌把握
3)おもちゃを差し出すと見る

3

4

1)養育者の
声を聞き分
ける
2)養育者の
声に振り向く
　
　
　

1)準備⑤
　二項関係①
2)準備⑤
　二項関係①
　
　
　

1)人の顔を見てほほ
えむ
2)話しかけに対して
応える

1)二項関係①②
2)二項関係①②
　三項移行②

1)部分的に抑揚
を模倣

1)二項関係①
③

1)把握
　ガラガラなどのおもちゃは１
分
2)小鈴　注視
3)おもちゃを取り上げると抵
抗する
4)おもちゃに手を伸ばすが上
手くつかめない

4

5

1)心地よい
音楽を流す
と聞き入って
活動が少なく
なる
2)大きな音に
おそれを示
す
　
　

1)三項移行③
2)三項移行③
　
　

1)話している
人や歌って
いる人々の
顔を見る

1)二項関係①
②
　三項移行②

1)だっこすると喜んで
にこにこする
2)高い高いやくるくる
回しを喜ぶ
3)イナイイナイバー
4)遊びに誘うと応じて
一緒に遊ぶ
5)養育者が声をかけ
ると同じように声をだ
して反応する

1)三項移行②
2)三項移行②
3)三項移行②
4)三項移行②
5)三項移行①②

1)鏡に映った自
分の姿を見て声
を出す
2)喃語

1)三項移行①
2)二項関係③
　三項移行②

1)把握
　・おもちゃの方向に手を確
実に伸ばす
　・おもちゃを差し出すとすぐ
に手を出してつかむ
2)目と手の協応
3)いろいろなものを両手で口
にもっていく
4)おもちゃの車を目で追う
5)片手でつかむ

5

6

1)養育者の
怒った声
（顔）と優しい
声（顔）を聞
いて（見て）
様子が違う
2)名前などを
呼ぶと振り向
く
3)音楽が聞
こえると、喜
んだりじっと
聞き入る
　
　

1)三項移行①
　三項関係③
2)三項移行③
　三項関係①
3)三項移行③
　
　
　
　
　
　

1)養育者と
他の人を区
別している

1)二項関係①
②
　三項移行①

1)呼びかけに反応す
る
2)人に関心をもち､簡
単なやりとりができ
る。
3)人が持つものに興
味をもち､物を媒介に
人に興味をもつ。
4)自分から人の方へ
手をのばす
5)手をさしのべると喜
んで体をのりだす

1)二項関係①③
  三項移行②
2)二項関係①③
　三項移行②
　三項関係②
3)二項関係③
　三項移行②③
　三項関係②③
4)三項移行②
5)二項関係①③
　三項移行②
　三項関係②

1)離れている人を
意図的に呼ぶ
2)さかんな喃語

1)二項関係③
　三項移行②
　三項関係①
2)二項関係③
　三項移行②

1)ガラガラ等のおもちゃを自
分でもって繰り返し音を出す
2)押したり引いたりする
3)一部分が隠されたものを
探し出せる

6

○スキンシッ
プや抱っこ、
等

○音楽　光
振動などを
使った遊び

①身近な人との関わりを深める
・身近な人からの関わりに、顔を向けたり、声を出（口を動か）そ
うとしたりする
・なじみのある活動や繰り返しのやりとりの中で、期待したり気持
ちを表現したりする。
・身近な大人との活動を共有し､継続して楽しむ。
②視線を共有する
・関わりに目を合わせたり、応えて笑ったり声を出したりする。

③自分から発信する
・大人との簡単なやりとりができる。
・大人の注意を引きつけたり、関わりを終了したりして、自分から
関わろうとする。

④自分の身体や外界に対して結果を求めて働きかける
・自分の指をなめたり見たりして自分へ働きかける。
・鈴やガラガラなどのおもちゃに興味をもち、手足を動かして繰り
返し遊ぶ。
・見たものに手を伸ばしたりつかもうとしたりする。

○身近な人
と関わる活
動
・揺れあそび
・くすぐり遊
び
・手遊び
・目や声での
やりとり遊び
・絵本

・○ものと関
わる活動
・おもちゃ
・楽器（太鼓
等）
・感触あそび
・ボールあそ
び

○身近な人
と関わる活
動
・抱っこ
・揺れあそび
・目や声を
使ってのやり
とり遊び
・かかわり遊
び

○ものと関
わる活動
・おもちゃ
・楽器（鈴
等）

・歌絵本

コミュニケーション評価スケール（月齢0～6）

二
項
関
係
の
成
立
期

準
備
期

三
項
関
係
の
移
行
期

①②③④⑤・子どもがなるべく気持ちよく過ごせるように、環境を整える。

①・子どもが受け入れやすい働きかけを繰り返し行う。
　・顔やおなか等を自分の手でさわる活動を取り入れる。
　・自発的な動きを活かし、子どものペースで関わるようにする。難しい場合は、子どもの
表情や動きの変化を読み取りながら、子どもの手をとり、自分の身体やものを一緒に触
る。

②・身体を通した関わりを多くする。抱っこ、揺れる、目を合わす、さわる、マッサージ、くす
ぐり遊び、タッピング等を声がけしながら行い、心地よい感覚を子どもが味わえるような活
動を設定する。

③・子どもの近くで、対面し、自然に目が合うようにやりとりを行う。
　・子どもの動きを待ち、一方的にならないように、子どものペースで関わる。
　・子どもの見えやすい位置や受け入れやすい関わりから、働きかける。

④・大人に意識を向けたり、やりとりが成立したりするよう、子どもの表情や動きを読みと
り、それらしい意味づけをする。
　・子どもの反応に、ことばや表情、揺れ等で応え、やりとりが継続できるようにする。

⑤・呼びかけ方やふれ方など、一定の関わりで関わる。
　・スキンシップを多く取り入れ、遊びの共有を図る。
　・自分の特徴を活かした関わり方で関わる。

①・安心できる関係の中で、身近な大人と、心地よいやりとりの経験ができるようにする。
　・好きな人や特定の人が認識できるようにする。（関わり方に特徴を持たせる。サインを
決めたりする。服の色　等）

①②・（人ー人）　（人ーもの）のそれぞれの二項関係が十分に楽しめるように工夫する。
　・子どもの気持ちを読み取り､寄り添ったことばがけをする。
　・（人ー人）の関係において、視線や気持ちをあわせ、気持ちを共有したり、要求が伝
わったりするような体験ができるようにする。
　・視線を合わない場合には、視線が合うのを待ったり、一緒に楽しく活動したりする体験
ができるようにする。

①③・パターンを決めたやりとり遊びを楽しめるようにする。
　・決まった形で要求ができるよう、子どもの反応に応えながら関わる。
　・子どもの出すサインを、関わる大人が共有できるようにする。
　・やりとりの中で子どもの行動に、ことばや模倣で意味づけをし、子どもからの発信を確
かなものにする。

④・自分から、人やものに関わる活動を、繰り返し楽しめるような時間や空間を設定する。
　・子どもが理解しやすい、光や音が出るおもちゃで一緒に遊ぶ。

　・大人も近くで関わりながら一緒に遊び、子どもの行動をほめたり、変化に応えたりす
る。（三項関係への発展）

第
３
段
階

第
２
次
循
環
反
応

①生得的な反射活動が主である
・ふれられたり揺れたりすることに対して反応する。
・近くの音や光、人の顔、おもちゃなどに意識をむけようとする。

②快不快を行動で表せるようになる
・ふれられたり揺れたりする感覚に気づく。
・笑ったり泣いたりすること、身体の動きや視線等で表現する。

③関わる身近な大人やものに気づく
・関わる大人や近づいたものに対して注意を向ける。
・大人とのスキンシップを受け入れる。
・関わりに手を動かす等、身体を動かして気持ちを表現する。

④自分の意図を伝える手段を獲得するようになる
・大人からの関わりや音や声に対して、表情の変化や身体の向
きや動きで応える。
・自分から声を出したり動いたりして、大人の注意を向けさせよう
とする。

⑤身近な人と他の人との違いに意識を向ける
・声や関わり方などの手がかりから人の違いに意識を向ける。
・身近な養育者の声や動きに気づき、意識を向ける。

反
射
期

①・身近な人がそばで､声かけしたり子どものペースで関わったりする。
　・子どもの表出するサインに応え､やりとりしながら活動を行う。

①②・子どもの気持ちやサインをよみとり、応答する。
　・ほめたり、同じように声を出したり、動いた場所をさわったりし、自分の表出と大人の反
応との関係に意識が向くようにする。
　・大人の関わりに意識が向きにくい場合は、子どもの興味関心がある活動の中に大人が
入る形で関わる。
　・意思表示ができるよう、選択場面を設ける。
　・子どもの声や身体の動きや表情の変化を意味づけしながら、子どもの表現につながる
ように見本を近くで示したり、動きがでるよう手を添えたりする。
　・ルーティーンで構成される分かりやすい活動で構成する。

③・身体のいろいろな部分を使って、主体的にものに働きかけることができるようにする。
　・操作する体験が十分にできるように、場を設定したり（おもちゃを見えやすい位置や決
まった位置に置く等）教材（子どもの好きなものや発達課題にあったもの）を選定したりす
る。
　・もののやりとりを通して、大人と気持ちを共有できるよう、一緒に遊び、視線を合わせた
り、誉めたりする。
　・子どもの発信や身体の動きを大事にし、繰り返し行ったり十分に時間をとったりする。
　・習得した行動を使っていろいろなものに適応できるような活動を設ける。例）叩く活動な
ら、いろいろな打楽器にふれる機会を設定する。

①身近な人と他の人と区別する
・身近な人へ親しみをもち、意識を向ける。
・身近な人の関わりに視線や身ぶりで応える。
・身近な人に自分から関わろうとする。

②身近な人へ要求を伝える
・大人からの関わりに笑ったり、声を出したりして応える。
・離れている大人に注意を向け、見たり身体を動かしたりして伝
えようとする。
・なじみのある活動に対して、パターンを理解し、次の関わりを期
待する。
・リズムある言葉や抑揚ある言葉に笑顔になる。
・身体的な関わり（高い高い等）や簡単なあそび（くすぐりっこ等）
を大人と一緒に楽しむ。

③ものに注意を向け、意図的に関わる。
（新しいものに興味をもち、自分のもつシェマを駆使して関わろう
とする）
・大人が操作するものに目をむける。
・興味をもったものに、自分から手をのばし、操作しようとする。
・これまでの経験から、やり方を工夫しながら、ものに関わろうと
する。
・部分的に隠されたものを探したり、予測して見たりする。

第
１
次
循
環
反
応

― 65～66 ―



表１－２　コミュニケーション評価スケールと指導内容表

指導内容表

月齢 聞く
関連の深い
発達の特徴

見る
関連の深い
発達の特徴

人との関わり
関連の深い
発達の特徴

発信
関連の深い
発達の特徴

認知
月
齢

発達の特徴と目標例 学習への活用の例
学習活動

（例）

7

1)音楽に聴
き入ったり、
音楽の変わ
り目に反応
する。
2)リズミカル
な音楽がき
こえてくると
身体を動か
して反応する

1)三項関係④
2)三項関係①
④

1)欲しい物が得られ
ないとぐずって怒る
2)見知らぬ人に泣い
てしまう（人見知り）
3)子どもからの膝にも
たれたり、養育者の
顔に触ったり、顔を近
づけたりする
4)催促するようなしぐ
さをしたり声を出した
りする

1)三項移行②
　三項関係①
2)三項移行①
　三項関係①
3)三項移行①②
　三項関係①
4)三項関係①④

1)おもちゃよりも食器や日常
品であそぶ
2)積み木で机をたたいたり口
に入れたり手で回して確かめ
る
3)下におちたおもちゃを見つ
める
4)ベルをもたせるとふりなら
して遊ぶ
5)もちかえる

7

8

1)生活にま
つわる音で
状況を理解
する
2)大人の談
話にじっと聞
き入る
3)音楽のリズ
ムに合わせ
て身体を動
かす
　

1)三項関係④
2)三項関係②
3)三項関係①
④
　
　

1)視野内指
さしの理解

1)三項関係②
③

1)声を出して養育者
の注意をひこうとする

1)三項関係①
　意図的伝達②

1)意味との関連
が推測されること
ばをいう（マンマ
ブーブー等）

1)三項関係①
　意図伝達④

1)物を何度も繰り返し落とす
2)大人がものを書いていると
じっと見る
2)床に落ちている小さなもの
を注意して拾う

8

9

1)バイバイに
応じて身振り
や声で応じる
2)制止に動
作を止める
　

1)三項関係②
2)三項関係②
④
　

1)指さし理
解

1)三項関係②
③

1)養育者の近くに行
き､身ぶりで伝える
2)単純な応答的行動
3)一緒に遊ぼうと、物
を持ってきたり差し出
したりする

1)意図的伝達②
2)三項関係③
3)三項関係③意
図的伝達②

1)言語の模倣を
開始する

1)三項関係①
　意図的伝達
④

1)引き出しをあけて積み木を
入れ物から取り出したり入れ
たりする
2)両手にもつ 9

10

1)「ちょうだ
い」が分かる
2)好きな音
楽が聞こえ
てくると、じっ
と音楽に聴
き入ったり、
声をだして反
応する
　

1)三項関係②
③
  意図的伝達
④
2)三項関係④
　
　

1)視線追従 1)三項関係②
③

1)養育者のすることを
したがる
2)見知らぬ人がくると
じっと見つめたり養育
者を捜したり泣いたり
する
3)制止に親の顔を見
る

1)三項関係②
　意図伝達⑤
2)三項移行①
　三項関係③
　意図的伝達②
3)三項関係②

1)イヤイヤをする
2)「マンマ」と食事
の催促をする

1)三項関係①
　意図伝達①
2)三項関係①
　意図伝達①
③

1)両手の積み木あわせ
2)ものを使った模倣
3)身近な生活用品の理解
4)動きの模倣
　例）入れ物のふたをとって
中の積み木を取ろうとするな
ど
5)行動の調整
　例）テーブルを回って欲し
い物を取りに行く

10

11

1)「立って」
「おいで」「ね
んね」などの
要求を理解
する（１／３）
2)バイバイに
応えて手を
ふる

1)意図的伝達
④
　三項関係②
2)三項関係②
  意図的伝達
④⑤
　
　

1)他者の指
さしに伴う交
互凝視
2)後方の指
さし理解

1)三項関係②
③
2)三項関係②
③

1)養育者を後追いす
る

1)三項関係②③
　意図的伝達①

1)ことばを１､２語
真似る

1)意図的伝達
④⑤

1)おもちゃの車などを手で走
らせて遊ぶ
2)人とボールをやりとりして
遊ぶ
3)ちょうだいに応える
　　例）ボール遊び

11

12

1)「立って」
「おいで」な
どの要求を
理解する
　

1)意図的伝達
④
　三項関係②

1)応答の提
示・手渡し

1)三項関係②
  意図的伝達
③

1)養育者の姿が見え
ないと泣いたり探した
りする
2)養育者のそばで遊
ぶ
3)ほめられると何度も
同じことをする
4)良く知っている場所
に来ると知らせる

1)意図的伝達①
②
2)意図的伝達②
③
3)意図的伝達②
4)意図的伝達①
③

1)声の抑揚をま
ねる

1)意図的伝達
④⑤

1)積み木を重ねる
2)鉛筆でなぐりがきをする
3)物を投げる

12

○人との関
わる活動
関わり遊び
歌あそび
手遊び
まねっこ遊
び

○三項関係
の中での遊
び
やりとり遊び
みたて遊び
　（共同注
意）
　（模倣）
　（伝達）

○ものと関
わる活動
手と目の協
応動作

○人との関
わる活動
関わり遊び
歌あそび
手遊び（イナ
イイナイバー
くすぐり）
まねっこ遊
び

○三項関係
の中での遊
び
やりとり遊び
（模倣）
（共同注意）

ボール遊び
絵本

○ものと関
わる活動
手と目の協
応動作
隠すー出す
入れるー出
す
重ねる
積むなど

①・子どもの反応を待ち、主体的な動きを引き出しながら関わる。
　・子どもの動きや声を真似することで、子どもにフィードバックし、意図が伝わったことの
実感がもてるようにする。
　・始めは見通しがもてるよう、活動はルーティン化し、「だれに～してもらう」ことが明確に
伝えられるような場面を設定する。
　・ゆっくり言ったり、バリエーションをつけたりして注目できるようにし、発信を促す。

②・大人に注意が向くように、好きな歌を一緒に歌いかけたり、子どもの表出を真似したり
する。
　・繰り返しの遊びの中で、バリエーションをつけたり、間をあけたりして、大人の行動に注
目させる。
　・模倣を引き出すことができるよう、特徴的な動きやことばを強調したり、表情をつけたり
する。
　・子どもの動きを大人が真似して見せることで、強化する。

③・子どもの好きな活動や分かりやすい活動の中に、大人が入り、ものと人との間でやり
とりができるようにする。（大人が表情豊かに関わる、子どもの視界に入る等）
　・「ちょうだい」「どうぞ」等、もののやりとりが自然にできる教材や活動の設定をする。
　・子どもの気持ちに応えながら、子どもの動きをフィードバックし、意図が伝わったことの
実感がもてるようにする。
　・子どもの発信を待ち、大人に注意を促す動き（声　動作　動き）を引き出す。
　・ものに注意が向きにくい場合は、関心が向くよう教材の工夫をしたり、一緒に遊んだり
する。子どもの意識が向きやすく、操作しやすいように提示の仕方等に注意する。
　
④・状況が理解でき、主体的に働きかける活動を設定する。
　・自分から準備したり、遊んだりできるよう、環境を整理する。
　・一緒に大人も遊び、子どもの真似をしたり、新しい遊びをして見せたり、子どもの動きを
誉めたりし、遊びを発展させることができるようにする。
　・いろいろな操作を含んだ活動を多く取り入れる。例）楽器であれば、ふる、叩く等。
　・少しずつ、間に介在するものを取り入れたり、操作を難ししたりする。例）バチやひも、
スイッチなど

コミュニケーション評価スケール（月齢７～12）

＜評価項目の説明＞（引用：黒木・大神，2003）
「見る」8-1)「視野内指さし」…子どもの視野内で養育者がおもちゃを指さすと、その方向を見ること
　　　　9-1）「指さし理解」…養育者がおもちゃを指さすと、その方向を見ること
　　　　10-1）「視線追従」…養育者が指さしをしないである方向を見ると、子どももその方向を見ること
　　　　11-1)「他者の指さしに伴う交互凝視」…養育者が見たり指さししたりしている「もの」を見て、その後、確かめるように顔を見ること
　　　　11-2)後方の指さし理解…養育者が子ども後ろにあるおもちゃを指さすと、振り返ってそれを見ること
　　　　12-1)応答の提示・手渡し…子どもが持っているものを指さして「これちょうだい」と言うと、渡したり見せてくれたりすること

①意図がさらに明確になり、発信のバリエーションが増える
・自分の気持ちを表情や発声、身振り、サインなどで表現する。

②身ぶりや手ぶり、ことばに類似した発声等で、気持ちを人に
伝える
・身近な人に自分の気持ちを手を引いたり、目線等で伝えようと
する。
・やりとりの中で、大人の示したものに興味を持って見たり、大人
の反応を確認したりする。

③子どもがリードして大人とやりとりをする
・自分からやりとりを求めて大人に関わる。
・やりとりが止まった時に、いろいろな手段で自分から「やって」と
要求する。

④ことばの理解がすすむ
・「～はどれ」「～ちょうだい」の問いに対して、ものを選んで渡す。
・自分の名前や人の名前、身近なものの名前がわかる。
・身振りやサインの意味を理解する。

⑤模倣する
・歌遊びで、示範にあわせて、手を合わせたり、身体の各部位に
手を置いたりする。
・大人の話したことばや動物の鳴き声などをまねる。

⑥目的に向かって行動をおこす（目的と手段の分離）
・おもちゃに興味をもち、出したり、入れたり、引っ張ったり、並べ
たり、積んだりするなどして工夫して遊ぶ。
・手で触ったり、裏返したりして、ものの性質や状況を調べようと
する。
・「～したら～なる」という結果を期待しながら繰り返し遊ぶ。

①より意図が明確になる
・自分から大人に関わったり、やりとりを続けたりする。

②大人に注意をむけ、大人の意図に気づく
・動きや行動を大人が真似ると、そのやり方で繰り返しやりとりを
楽しむ。
・大人からの関わりに応えながら、やりとりが継続する。
・大人の動作や声を模倣する。

③視線や身ぶり等で大人に気持ちを伝える
・大人にしてほしいことを、視線を向けたり、手をひっぱったり、声
を出したりして伝える。
・決まった流れの中で、一定の行動で要求を大人に伝える。

④次の起こることの予測をたて、目的に向かって行動をおこす
・ものに興味をもち、結果を予測して、操作しようとする。
・一部分隠れているものや、目の前からなくなったものを探す。
・「～したら～なる」など、結果を期待したり、喜んだりしながら、繰
り返しものを操作して楽しむ。
・決まった場所からおもちゃを取り出して遊ぶ。

第
４
段
階
第
２
次
循
環
反
応
の
協
応
の
時
期

意
図
的
伝
達
の
段
階

三
項
関
係
の
成
立
期

第
３
段
階

第
２
次
循
環
反
応

①・子どもからの発信を待ち、主体的な動きを引き出しながら関わる。
　・子どもの動きや声などの発信を真似することで、子どもにフィードバックし、新しい表現
方法につなげる。

②・「手渡す」「受け取る」「手さし」「見る」「声を出す」等、具体的な手段で伝えられるよう、
場を設定し、繰り返すことで、適切な発信につながるようにする。
　・「だれに～してほしい」等、子どもの意図の詳細を確かめる。質問したり、選択肢を提示
したりし、より具体的に伝わった経験を積む。
　・新しい伝達手段を獲得できるよう、見本を見せる。

③・子どもからの発信を見逃さないようにし、応える。
　・場面を設定し、子どもが要求が伝わったという経験を積む。
　・子どもの発信を待ち、子どもの意図に合った応答を心がける。
　
　
④・子どもの気持ちによりそいながら、ことばで質問したり、動きを言語化したりして伝え
る。
　・活動や生活の中で、実物や絵とことばをマッチングさせながら、繰り返しことばを使い、
理解を促す。
　・生活に根ざしたことばを伴ってやりとりする。
　・子どものことばや発信に、説明や補足を加えてフィードバックする。

⑤・模倣しやすいように、好きな動きを取り入れたり、簡単な動作やことばを取り入れた歌
あそびをしたりする。
　・目の前でゆっくり動作を行い、まねるよう促す。

⑥・いろいろな操作を含んだ活動を多く取り入れたり、用途に応じた道具の使い方ができ
るように、教材を工夫したり、見本を見せたりする。
　・道具を使用したり、操作を複数組み合わせたりする活動を取り入れる。

― 67～68 ―
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月
齢

聞く
関連の深
い目標

見る
関連の
深い目
標

人との関わり
関連の深い
目標

発信
関連の深
い目標

認知
月
齢

発達の特徴と目標例 学習への活用の例
学習活動
（例）

0

1)大きな
声にびくっ
としたり目
を覚ます

2)音を聞
かせると
身動きが
止まる

1)準備②
2)準備③

1)養育者
の顔をよ
く見つめ
る

1)準備
③④⑤
二項

関係①
②

1)養育者によく
微笑む

2)養育者が顔を
近づけると目が
合う

1)準備③⑤
2)準備③⑤

1)いろいろな
泣き方をする

2)泣いていて
も、ミルクや
おむつ交換、
抱っこなどで
泣きやむ

1)準備①④
2)準備②③

1)ガラガラなどのおも
ちゃを持たせても保持
しない

準
備
期
反
射
期

0

①生得的な反射活動が主である
・ふれられたり揺れたりすることに対して反応する。
・近くの音や光、人の顔、おもちゃなどに意識をむ
けようとする。

②快不快を行動で表せるようになる
・ふれられたり揺れたりする感覚に気づく。
・笑ったり泣いたりすること、身体の動きや視線等
で表現する。

③関わる身近な大人やものに気づく
・関わる大人や近づいたものに対して注意を向け
る。
・大人とのスキンシップを受け入れる。
・関わりに手を動かす等、身体を動かして気持ち
を表現する。

④自分の意図を伝える手段を獲得するようにな
る
・大人からの関わりや音や声に対して、表情の変
化や身体の向きや動きで応える。
・自分から声を出したり動いたりして、大人の注
意を向けさせようとする。

⑤身近な人と他の人との違いに意識を向ける
・声や関わり方などの手がかりから人の違いに意
識を向ける。
・身近な養育者の声や動きに気づき、意識を向け
る。

①②③④⑤・子どもがなるべく気持ちよく過ごせるように、環境を整
える。

①・子どもが受け入れやすい働きかけを繰り返し行う。
・顔やおなか等を自分の手でさわる活動を取り入れる。
・自発的な動きを活かし、子どものペースで関わるようにする。難し
い場合は、子どもの表情や動きの変化を読み取りながら、子どもの
手をとり、自分の身体やものを一緒に触る。

②・身体を通した関わりを多くする。抱っこ、揺れる、目を合わす、さ
わる、マッサージ、くすぐり遊び、タッピング等を声がけしながら行い、
心地よい感覚を子どもが味わえるような活動を設定する。

③・子どもの近くで、対面し、自然に目が合うようにやりとりを行う。
・子どもの動きを待ち、一方的にならないように、子どものペースで
関わる。
・子どもの見えやすい位置や受け入れやすい関わりから、働きか
ける。

④・大人に意識を向けたり、やりとりが成立したりするよう、子どもの
表情や動きを読みとり、それらしい意味づけをする。
・子どもの反応に、ことばや表情、揺れ等で応え、やりとりが継続
できるようにする。

⑤・呼びかけ方やふれ方など、一定の関わりで関わる。
・スキンシップを多く取り入れ、遊びの共有を図る。
・自分の特徴を活かした関わり方で関わる。

○スキン
シップや
抱っこ、
等

○音楽
光 振動
などを
使った遊
び

1

1)養育者
の声で手
足をバタ
バタさせ
ていたの
に静かに
なる

1)準備②④
⑤
二項関

係①

1)顔を注
視

1)準備
③⑤
二項

関係①
②

1)泣いている時､
養育者の声で泣
きやむ

2)だっこなどをす
ると泣きやむ

1)準備②④
2)準備②④

1)自発的ほ
ほえみ

2)泣き方のパ
ターンの獲得
する

3)話をするよ
うに声を出す

1)準備①③
2)準備④
3)準備①

1)ガラガラなどのおも
ちゃを３秒程度保持で
きる

2)手をひらいたり閉じ
たりする

1

2

1)声の方
向を向く

1)準備③
二項関

係①

1)人の追
視

2)鈴をな
らすと注
視する

1)準備
③
二項

関係①
②

2)準備
③

1)言葉のリズム
に同調して手足
を微妙に動かし
たり発声したり
することがある

2)何をされても
泣きやまないこ
とがある

1)準備③④
二項関係
①

2)準備④
二項関係
①

1)ほほえみ
2)機嫌の良
い時はあたり
を見回して声
を出したり、
手足を動かし
て一人で遊
ぶ

3)養育者の
話しかけに注
視して、微笑
み返したり活
発な動きや
発声によって
反応する

1)準備③
二項関

係①

2)準備②④
3)準備③⑤
二項関

係①②③

1)把握することに意識
・ガラガラなどのおも
ちゃを５秒以上持つ
・積み木 片手に３
秒保持

2)鈴などの小さいもの
にも注視する

2

3

1)歌や音
楽がきこ
えてくると、
にこにこ
する また
は泣きや
む

2)音楽や
音のする
方へ顔を
向ける

1)準備期③
二項関

係①

2)準備③
二項関

係①

1)鏡 自
像に注視

1)準備
③⑤

1)人の声にあわ
せるように発声

2)人からの働き
かけに表情や発
声で表す

3)話しかけると
声を出して喜ぶ

1)準備③
二項関係
①②③

2)二項関係
①②③

3)二項関係
①②③

1)声をたてて
笑う

2)気に入らな
いことがある
とぐずって怒
る

3)ほほえみ
かけ

1)二項関係
①③

2)二項関係
①③

3)二項関係
①②③

1)ガラガラなどのおも
ちゃをつかんで離さな
い

2)積み木を両手に持
つ
持ち方は掌把握

3)おもちゃを差し出す
と見る

二
項
関
係
の
成
立
期

第
１
次
循
環
反
応

3

①身近な人との関わりを深める
・身近な人からの関わりに、顔を向けたり、声を
出（口を動か）そうとしたりする
・なじみのある活動や繰り返しのやりとりの中で、
期待したり気持ちを表現したりする。
・身近な大人との活動を共有し､継続して楽しむ。
②視線を共有する
・関わりに目を合わせたり、応えて笑ったり声を
出したりする。

③自分から発信する
・大人との簡単なやりとりができる。
・大人の注意を引きつけたり、関わりを終了したり
して、自分から関わろうとする。

④自分の身体や外界に対して結果を求めて働き
かける
・自分の指をなめたり見たりして自分へ働きかけ
る。
・鈴やガラガラなどのおもちゃに興味をもち、手足
を動かして繰り返し遊ぶ。
・見たものに手を伸ばしたりつかもうとしたりする。

①・安心できる関係の中で、身近な大人と、心地よいやりとりの経験
ができるようにする。
・好きな人や特定の人が認識できるようにする。（関わり方に特徴
を持たせる。サインを決めたりする。服の色 等）

①②・（人ー人） （人ーもの）のそれぞれの二項関係が十分に楽し
めるように工夫する。
・子どもの気持ちを読み取り､寄り添ったことばがけをする。
・（人ー人）の関係において、視線や気持ちをあわせ、気持ちを共
有したり、要求が伝わったりするような体験ができるようにする。
・視線を合わない場合には、視線が合うのを待ったり、一緒に楽し
く活動したりする体験ができるようにする。

①③・パターンを決めたやりとり遊びを楽しめるようにする。
・決まった形で要求ができるよう、子どもの反応に応えながら関わ
る。
・子どもの出すサインを、関わる大人が共有できるようにする。
・やりとりの中で子どもの行動に、ことばや模倣で意味づけをし、
子どもからの発信を確かなものにする。

④・自分から、人やものに関わる活動を、繰り返し楽しめるような時
間や空間を設定する。
・子どもが理解しやすい、光や音が出るおもちゃで一緒に遊ぶ。

・大人も近くで関わりながら一緒に遊び、子どもの行動をほめたり、
変化に応えたりする。（三項関係への発展）

○身近な
人と関わ
る活動
・抱っこ
・揺れあ
そび
・目や声
を使って
のやりと
り遊び
・かかわり
遊び

○ものと
関わる活
動
・おもちゃ
・楽器（鈴
等）
・
・歌絵本
・

4

1)養育者
の声を聞
き分ける

2)養育者
の声に振
り向く

1)準備⑤
二項関

係①

2)準備⑤
二項関

係①

1)人の顔を見て
ほほえむ

2)話しかけに対
して応える

1)二項関係
①②

2)二項関係
①②
三項移行
②

1)部分的に
抑揚を模倣

1)二項関係
①③

1)把握
ガラガラなどのおも
ちゃは１分

2)小鈴 注視

3)おもちゃを取り上げ
ると抵抗する

4)おもちゃに手を伸ば
すが上手くつかめな
い

4

①子どもの実態把握

②発達の特徴と
の関連をつかむ
→課題をつかむ

④実践
③個別の
ねらいを
設定

成時に検討した「発達の特徴」から「目標例」を，

目標に準じた支援や配慮事項を「学習への活用の例」

に，大まかな活動場面を「学習活動（例）」にあげる。

作成にあたって参考にした実践研究等は，樋口

（2013），飯野（2012），長崎自立活動研究会（2004，

2008），横浜市立中村特別支援学校（2009）等である。 

(2) 指導内容表 

作成した指導内容表は表１の右部分である。 

(3) 評価スケールと「発達の特徴」との関連  

ここまで，発達段階の区切りで指導内容表を整理

してきたが，評価スケールで評価した内容を基に，

目標や指導内容の設定ができるようにする必要があ

ると考え，評価スケールの評価項目と指導内容表の

「発達の特徴」との関連を検討する。 

重度・重複障害がある子どもの場合，健常児の発

達とは違う発達のアンバランスさが見られる（白石，

1994）ことがある。評価スケールは４つの視点と認

知に分類して評価するが，各視点の評価が同じレベ

ルであることは稀なことであると予想される。評価

スケールと指導内容表の関連づけることで，各視点

の発達の違いに応じた対応を具体的にできるのでは

ないかと考えている。 このことから，ある視点の行

動（評価項目）を形成するための基礎となる他の行

動との関連づけを考え，評価スケールの各視点の評

価項目の右欄に関連を示す（表１の左部分）。 

３ 評価スケールと指導内容表の使用方法 

評価スケールと指導内容表を一覧にし，実態把握

と指導が一連の流れになるように，使用方法を以下

のように考えた。また，図１に，評価スケールと指

導内容表の使用方法のイメージ図を示す。 

(1) 子どもの実態把握  評価スケールの項目に，そ

の行動が観察される場合は（＋）を，されない

場合は（－）を記入する。また，確実ではない

場合は（△），評価できなかった行動は（？）

を記入する。 

(2) 子どもの課題をつかむ 各視点の（－）の評価

項目について，関連の深い「発達の特徴」に照

らす。準備期の①であれば，指導内容表の準備

①の「発達の特徴」と「目標例」と「学習への

活用例」を確認する。また，どこの発達段階に

課題があるのか合わせて検討する。 

(3) 目標の設定  (2)で導き出した課題と各視点で

導き出した「発達の特徴」と「目標例」を参考

に，目標設定をする。アンバランスな実態によ

っては，より多くの関連のある「発達の特徴」

が導き出されることが考えられるが，目標に応

じて指導場面を考えたり，重要な目標に重点を

置いたりする。また，指導内容表を参考に，個々

の実態にあうよう，具体的にし，指導計画を作

成する。 

(4) 実践  Ｐ（plan：計画）Ｄ（do：実行）Ｃ（check：

評価）Ａ（action：改善）のサイクルで実践を

行う。 

図１ 使用方法のイメージ図 

 

Ⅲ 評価スケールと指導内容表に基づいた事例研究 

有用性を確かめるため，次の２つの視点について

検討した。 

○重度・重複障害のある子どものコミュニケーショ

ン行動を，評価スケールを用いて客観的，多角的

に評価できるか。 
○評価スケールでの評価結果に応じて，指導内容表

を参考にし，目標や指導内容の設定ができるか。 

１ 手続き 

(1) 対象 
① 対象 Ａ 中２男 (Ｂ肢体不自由特別支援学校在籍) 
② Ａの実態 
・新版K式発達検査  全検査（0：5）姿勢・運動（0：

7）認知（0：6）言語社会（0：5）（H25．4実施） 
・歌絵本等では，「ボタンを押したら音楽が鳴る」と

 

月齢 聞く 見る 人との関わり 発信 認知

0

＋

＋

1)大きな声にび
くっとしたり目を
覚ます
2)音を聞かせる
と身動きが止ま
る
　
　

△ 1)養育者の顔
をよく見つめる

－
－

1)養育者によく微笑む
2)養育者が顔を近づけ
ると目が合う

＋

＋

1)いろいろな泣き方
をする
2)泣いていても、ミル
クやおむつ交換、
抱っこなどで泣きや
む

1)ガラガラなどのおもちゃを持た
せても保持しない

1

△ 1)養育者の声で
手足をバタバタさ
せていたのに静
かになる
　
　

△ 1)顔を注視 －

？

1)泣いている時､養育者
の声で泣きやむ
2)だっこなどをすると泣
きやむ

＋
＋

－

1)自発的ほほえみ
2)泣き方のパターン
の獲得する
3)話をするように声を
出す

＋

＋

1)ガラガラなどのおもちゃを３
秒程度保持できる
2)手をひらいたり閉じたりする

2

+ 1)声の方向を向
く
　
　
　
　
　

△ 1)人の追視
2)鈴をならす
と注視する

－

？

1)言葉のリズムに同調
して手足を微妙に動かし
たり発声したりすること
がある
2)何をされても泣きやま
ないことがある

△
＋

－

1)ほほえみ
2)機嫌の良い時はあ
たりを見回して声を
出したり、手足を動
かして一人で遊ぶ
3)養育者の話しかけに
注視して、微笑み返し
たり活発な動きや発声
によって反応する

＋

－

1)把握することに意識
　・ガラガラなどのおもちゃを５秒
以上持つ
　・積み木　片手に３秒保持
2)鈴などの小さいものにも注視
する

3

＋

＋

1)歌や音楽がき
こえてくると、に
こにこする　また
は泣きやむ
2)音楽や音のす
る方へ顔を向け
る

－ 1)鏡　自像に
注視

－

△

－

1)人の声にあわせるよう
に発声
2)人からの働きかけに
表情や発声で表す
3)話しかけると声を出し
て喜ぶ

＋
＋

－

1)声をたてて笑う
2)気に入らないこと
があるとぐずって怒る
3)ほほえみかけ

△

－
＋

1)ガラガラなどのおもちゃをつか
んで離さない
2)積み木を両手に持つ
　持ち方は掌把握
3)おもちゃを差し出すと見る

4

－

－

1)養育者の声を聞
き分ける
2)養育者の声に
振り向く
　
　
　

－

－

1)人の顔を見てほほえ
む
2)話しかけに対して応え
る

－ 1)部分的に抑揚を模倣 △

－
－

＋

1)把握
　ガラガラなどのおもちゃは１分
2)小鈴　注視
3)おもちゃを取り上げると抵抗す
る
4)おもちゃに手を伸ばすが上
手くつかめない

5

＋

＋

1)心地よい音楽
を流すと聞き入っ
て活動が少なく
なる
2)大きな音にお
それを示す
　
　

－ 1)話している
人や歌ってい
る人々の顔を
見る

＋

＋

－
△

－

1)だっこすると喜んで
にこにこする
2)高い高いやくるくる
回しを喜ぶ
3)イナイイナイバー
4)遊びに誘うと応じて一
緒に遊ぶ
5)養育者が声をかけると
同じように声をだして反
応する

－

＋

1)鏡に映った自分の姿
を見て声を出す
2)喃語

－

－
－

－
＋

1)把握
　・おもちゃの方向に手を確実に
伸ばす
　・おもちゃを差し出すとすぐに手
を出してつかむ
2)目と手の協応
3)いろいろなものを両手で口に
もっていく
4)おもちゃの車を目で追う
5)片手でつかむ

6

△

－

＋

1)養育者の怒っ
た声（顔）と優し
い声（顔）を聞い
て（見て）様子が
違う
2)名前などを呼ぶ
と振り向く
3)音楽が聞こえ
ると、喜んだり
じっと聞き入る。
　
　

－ 1)養育者と他
の人を区別し
ている

＋
△
－

＋

－

1)呼びかけに反応する
2)人に関心をもち､簡単
なやりとりができる。
3)人が持つものに興味
をもち､物を媒介に人に
興味をもつ。
4)自分から人の方へ
手をのばす
5)手をさしのべると喜ん
で体をのりだす

－

－

1)離れている人を意図
的に呼ぶ
2)さかんな喃語

－

－
△

1)ガラガラ等のおもちゃを自分で
もって繰り返し音を出す
2)押したり引いたりする
3)一部分が隠されたものを探し
出せる

7

＋

＋

1)音楽に聴き
入ったり、音楽
の変わり目に反
応する。
2)リズミカルな音
楽がきこえてくる
と身体を動かし
て反応する

＋

－

△

－

1)欲しい物が得られない
とぐずって怒る
2)見知らぬ人に泣いてし
まう（人見知り）
3)子どもからの膝にもた
れたり、養育者の顔に
触ったり、顔を近づけた
りする
4)催促するようなしぐさを
したり声を出したりする

－

－
ー

ー

△

1)おもちゃよりも食器や日常品で
あそぶ
2)積み木で机をたたいたり口に
入れたり手で回して確かめる
3)下におちたおもちゃを見つめる
4)ベルをもたせるとふりならして
遊ぶ
5)もちかえる

8

－

－

＋

1)生活にまつわる
音で状況を理解す
る
2)大人の談話に
じっと聞き入る
3)音楽のリズム
に合わせて身体
を動かす
　
　

－ 1)視野内指さ
しの理解

－ 1)声を出して養育者の
注意をひこうとする

－ 1)意味との関連が推
測されることばをいう
（マンマ　ブーブー等）

△
－

－

1)物を何度も繰り返し落とす
2)大人がものを書いているとじっ
と見る
3)床に落ちている小さなものを注
意して拾う

三
項
関
係
の
成
立
期

準
備
期
反
射
期

第
３
段
階

第
２
次
循
環
反
応

二
項
関
係
の
成
立
期

第
１
次
循
環
反
応

三
項
関
係
の
移
行
期

第
３
段
階

第
２
次
循
環
反
応

いう自分の行動とものとの関係は簡単な操作であ

れば理解している。ものとの関わりが強く，担任

とのやりとりが成立していない状況がある。 
・人に対しての関わりや要求の表出はほとんどなく，

唇に手をあてて振るわせる等の自己刺激をしてい

る時間が多い。その間は人やものの働きかけに気

づきにくい。要求は，クレーンハンドで伝える。 
・視力は低く（TAC検査 38㎝の距離で0.02程度），
近くのものを一瞬しか見ない傾向がある。 

(2) 期間 Ⅰ期：Ｈ25年6～7月 Ⅱ期 9～11月  
(3) 方法 
Ａに対して評価スケールで実態把握を行う。 評価
スケールから導き出した結果に基づき，担任と支援

の方向性について協議し，指導内容表を参考に，Ａの

指導計画を立てる。指導を担任に依頼した後，週に１

回程度，学校で授業観察を行い，評価と目標設定及

び指導計画の妥当性を検討する。観察時は，ビデオ

を用いた記録を併用する。ビデオ記録の分析は，イ

ンリアルアプローチの手法を参考にする。 
２ 結果 

(1) 評価スケールを使用した実態把握  
① 評価スケールを使用した実態把握 
表２にＡの評価スケールでの評価結果（抜粋）と

表３に評価スケールの各視点での評価を示す。 
表２ Ａの評価スケールでの評価結果（抜粋） 

表３ 評価スケールの各視点での評価 

視点 月 Ａの様子と評価 

聞く 8 8-3）をクリアしているが，特定の人に対する反

応が乏しく4-1）4-2）が（－）である。 

見る 0 顔を見ることは観察中には見られなかった。 

人との

関わり 

0~7 0-1) 0-2) 1-1)等，身近な人への志向が弱いため

か，人との関わりの評価項目が（－）である。 

発信 0~6 身近な人への発信を評価する項目 2-3)3-3)が

（－）である。 

認知 0~5 把握に関する評価項目に（－）が多い。 

「聞く」はＡの得意な視点で，４ヶ月段階の項目

以外は８ヶ月にも（＋）の評価項目があり発達月齢

が高かった。一方で「見る」視点については，担任

の顔を見ることや視線をあわせることはほとんど観

察できなかった。「人との関わり」「発信」の視点で

は，（＋）と（－）が混在している状況であった。各

視点で発達月齢が違い，月齢が高い評価項目が（＋）

になっている一方で月齢の低い発達項目に（－）が

続いて評価される等，アンバランスな状態であるこ

とを読みとることができた。また，人への志向が弱

いことから，身近な人と他の人とが違うことを理解

したり，身近な人との関わりを深めたりすることが

課題であることが伺えた。 
② 評価スケールから指導内容表への関連づけ 
評価スケールの各視点の（－）の評価項目を「発

達の特徴」と関連づけた。「聞く4-1）4-2)」 は準備
期⑤と二項関係の成立期①，「見る「0-1）」は準備期
③④⑤と二項関係の成立①②，「人との関わり 0-1) 
0-2）」は準備期③⑤，「発信2-3)」は準備期③⑤と二
項関係の成立期①②③，「認知 4-1) 4-2）」は二項関
係の成立期④と関連した。 
(2) 指導内容表を使用した指導計画の作成及び 
指導の観察と分析 

①  評価結果を基に指導内容表を参考にし，担任と  
協議した支援の方向性 
ものとの二項関係は成立している一方で，人への

志向が弱く，担任を身近な人として区別していない

ことから，「二項関係の成立期」，特に，人との二項

関係の成立に指導の柱を置くことにする。人との二

項関係の成立を目指して取り組むことで，身近な人

との関係を問う評価項目に変容がみられるのではな

いだろうかと考えた。担任と協議し，決定した内容

は以下に記す。 
・ものを介してのやりとりではなく，担任と向かい

合って関わる活動を設定する。  
・毎日継続し，一定の流れで行う。Ａから担任に発

信できるように，繰り返しの活動の中で，担任が
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待ったり，発信を真似したりする。 
・Ａの好きな歌やリ  
ズムある声がけを  
し，担任の働きか  
けに気づけるよう  
にする。 
・目が合うように， 

Aの見えやすい位 
置で関わったり待  
ったりする。等  

②  指導内容表を     

参考にした指導

計画の作成 

表４にＡの指導計

画を示す。 
③  指導の経過と    
Ａの変容 
朝の出会いの場面

で，コミュニケーシ

ョンに関する指導を

行った。表５に指導とＡの様子を示す。表５－１は

６月，表５－２は11月の学習の様子である。 
表５－１ 朝の出会いの場面の指導とＡの様子（６月） 

 

表４ Ａの指導計画 

表５－２ 朝の出会いの場面の指導とＡの様子（11月） 

観察場面では，以下のような変容がみられた。 

・毎朝の関わり遊びを継続させることで，自分から

担任の手を取り，関わりを要求したり，笑顔や発

声が見られたりするようになった。 

指導内容表の「発達の特徴」と

目標例 

Ａの目標 学習への活用 学 習

場面 

準備期 

③関わる身近な大人やものに

気づく 

・関わる大人や近づいたもの

に対して注意を向ける。等 

⑤身近な人と他の人との違い

に意識を向ける 

・声や関わり方などの手がかり

から人の違いに意識を向け

る。等 

二項関係 

①身近な人との関わりを深め

る 

・身近な人からの関わりに，顔

を向けたり，声を出（口を動か）

そうとしたりする。等 

 

○歌いかける等

の繰り返しのや

りとりを楽しむ中

で，次の要求を

自分から手をひ

っぱることなど

で伝える。 

 

○関わりを意識

して，近くで関

わる教員の顔を

見る。  

・「聞く」視点は，Ａの強みで，好きな活動であることから，担

任と関わる活動に好きな歌や関わりを取り入れる。 

・視力の低いＡが担任に関心を向けたり，担任の顔を見るこ

とができるよう，Ａの近くで関わる。担任の顔に注意が向くよ

う，近づいたり，表情豊かに関わったりする。 

・朝の出会いと個別の活動を中心に取り組む。 

・発信しているが，伝えることの弱いＡが，関わりを深めること

ができるように，一定の流れで関わり，その中で担任からの

関わりに応えて，「発信」する行動を引き出す。Ａの発信を見

逃さないようにすると共にＡの気持ちに寄りそいながら

活動する。 

・最初は，担任が遊びを提案するが，繰り返しの中ではＡ

からの発信を待ち，促す。具体的には，「手を伸ばす」「教

員の手を取り振る」「顔を向け視線をあわせる」等を引き

出す。繰り返し楽しみ，Ａの発信を確かなものにする。最

後は「おしまい」の合図で伝え，サインは手をとって振る。 

朝の 

出会い 

あいさ

つ 

関わ り

遊び 

歌遊び 

 

 

個別の

活動 

   等 

Ａの表出 担任の関わり

（目あわない）＆自己刺激

肘かけに手をおとす

手を広げる

手を大きく広げる（拒否？）

担任の手の甲に手をあてる

担任の指をさわり顔をあげる

‥‥中略‥‥
手を外側に広げ、再度、
担任の手の甲へ

手をゆすりながら唇への
自己刺激

目が合いやすいように座る

「おはよ」手を出す

Ａの手をトントンとする

トントン

肘かけにおいて待つ

「おはよ・・・」とさわる
手をとってゆする
「今日は‥だよ」

（話しかけ＆歌）
‥‥中略‥‥‥

「そ～は青い空……」
（歌いかけ）「さあ歌いましょ」

1

 
登校してすぐ，Ａから関わりを求めることはなかったが，

やりとりの中では，Ａから担任に手を伸ばし，歌いかけへの

要求を伝える場面があった。また，関わりの中で，手を離し

てから再度，担任の手に触れ，今の関わりを拒否し，違う関

わりを要求しようとするような姿がみられた。 

Ａの表出 担任の関わり

手をとる

チラッと見る
じーっと見る
見て笑う
いー 唇ブルブル
（少し中断）
手を伸ばす 姿勢を戻す
顔を見る
笑う

目を細めて（期待して）
顔に手を置き
担任の唇ブルブルを見る
見る
見て笑う

（マスクしている）
ＡさんＡさんおはよ
顔を近づけて見る
マスクを取る

フー（息をかけて）
手をとって
Ａの真似して唇ブルブル
笑う
（息する真似）いくよＡさん
３．２．１

唇ブルブル
３．２．１
ブルブル～

 
担任との関わりが始まると，間もなく担任の顔を見る行動が

見られた。担任を見て確認し，担任の存在や関わりを喜んでい

る様子が伺えた。「３．２．１」の言葉に，自分への関わりか

けを期待して，担任の顔を見たり，担任との関わりを楽しんだ

りする様子が見られた。 
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・やりとりの中で，担任の手を持って，大きく振っ

たり，担任の手を持ちかえたりし，表出がはっき

りし，バリエーションが増えた。 
・見ることに意識が向き始め，提示するものだけで

はなく，担任を見るようになった。Ⅱ期には，目

を大きくひらいたり，近づいたりする等，しっか

り見ようとする様子が見られた。また，担任を見

て笑顔や声が出る場面が多くなった。 
④ 評価スケールによる再評価 
Ⅰ期，Ⅱ期の終了後，評価スケールでＡの実態把

握を行った。Ⅰ期では，期間が短かったためか，（＋）

に変容する評価項目はなかったが，Ⅱ期終了時には，

「聞く」の視点では，4-1）が，「見る」の視点では，
1-1) 2-1）5-1)が，「人との関わり」の視点では，0-2）
3-2) 5-4）等の評価項目が（＋）に変容した。 
(3) 事例考察 
① 重度・重複障害のある子どものコミュニケーシ
ョン行動を，作成した評価スケールを用いて客

観的，多角的に評価できたか 
Aの評価は，視点ごとに月齢に違いが見られた。
また，（＋）の評価項目の以前の評価項目に（－）が

存在する等，（＋）と（－）が混在している状態が見

られた。また，「聞く」視点の月齢が高いことに対し

他の視点の月齢が低いこと，身近な人との関わりを

示す評価項目が（－）であることが読み取れた。こ

こから，Ａのコミュニケーション発達のアンバラン

スさと課題が明らかになった。各視点に分けて評価

したため，多角的に実態把握が行えたのではないか。  
また，１歳までの評価項目が一覧に示してあるの

で，次の段階のイメージをもつことができ，目指す

子どもの姿が具体的になり，発達の視点に沿ってＡ

の変容を捉えることができた。 
課題として，対象児の生活年齢や運動面の実態か

ら評価しにくい項目があった。 
②評価スケールでの評価結果に応じて，指導内容表

を参考にして目標や指導内容の設定ができたか 

評価スケールの結果を基に，指導内容表を参考に

担任と協議し，Ａの指導計画を作成し指導を行った。   
評価スケールの（－）の評価項目と「発達の特徴」

を関連づけると，準備期（③④⑤）と二項関係の成

立期（①②③④）の２つの発達段階と，多数の「発

達の特徴」と結びついたため，どの「発達の特徴」

を優先的に選択すればよいか判断が難しかった。担

任と協議し，「二項関係の成立期」に指導の柱を置き，

指導を実施した。これに対し，担任は「より関連の

あるものと，そうでないものとの軽重がついている

と，目標設定がよりはっきりするのではないか」と

報告している。今後，関連する多数の「発達の特徴」

の中から，適切だと考えられる項目を選択すること

ができるように改訂していきたい。さらなる事例を

通して「発達の特徴」との関連や目標設定までの流

れを再検討することが必要である。 
指導内容表で，発達段階の区切りを示し「目標例」

等を具体的にあげたことは，担任が明確な指導目標

をたてる上で有効だったと考える。担任は「目標を

設定することで指導に柱ができ，ぶれることがなく

指導できた」と報告した。指導内容表を参考に作成

した指導計画に基づいた指導を継続することで，Ａ

のコミュニケーション行動は変容した。身近な人と

の関わりを楽しみ，笑顔になったり視線が合ったり

する頻度が増えた。担任の報告やＡの変容から，指

導計画の立案や効果的な指導の実施に指導内容表が

有効であったことが示唆される。 

また，評価スケールと指導内容表を一覧にしたこ

とで，実態把握した結果を基に，具体的な目標や指

導計画の作成へ移行できたのではないだろうか。Ⅱ

期の終了時には，Ａの評価スケールでの評価結果に

変化が見られた。この変化に合わせ，再度，指導内

容表を参考に目標や指導内容を設定することができ

るであろうと予測されることから，ＰＤＣＡのサイ

クルで指導を行いやすいのではないだろうか。 
 

Ⅳ まとめと今後の課題 

１ 評価スケールについて 

「聞く」「見る」「人との関わり」「発信」と「認知」

の視点にそって，月齢ごとに細かく表記した評価ス

ケールを作成した。視点に沿って細かい評価項目を

設定したことで，子どもの変容をより捉えやすくす

ると共に，多角的な実態把握ができるのではないか。

また，分かりやすい表記で評価項目を作成し，一覧
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にしたことで，専門的な知識が少ない教員も，発達

的観点から容易に評価できるのではないか。事例検

討から，重度・重複障害のある子どものコミュニケ

ーション能力を評価するのに，評価スケールを使用

することは有効なのではないだろうかと考えている。 

 
２ 指導内容表について 

指導内容表は，段階ごとの「発達の特徴」をあげ，

「目標例」や「学習への活用の例」，「学習場面（例）」

を検討し，一覧表にした。実践研究等から支援を整

理し，発達段階に応じて具体的な内容をあげた。発

達理論を活かし，学習内容を具体的に示した指導内

容表は，重度・重複障害のある子どものコミュニケ

ーション指導を行う上で参考になるのではないか。

また，指導内容表が一覧になっていることで，前後

の段階の指導内容がつかめ，指導の系統性を意識で

きるのではないかと考えている。 

今後，幅広い子どもの実態に応じて，具体的に指

導につながるよう，指導内容表の視点を整理したり，

指導計画の作成をより具体的にするキーワードを作

成したりし，指導内容表の充実を図っていきたい。 
 

３ 評価スケールと指導内容表との関連について 

評価スケールと指導内容表が一覧になっているこ

とで，発達段階に基づいて，実態把握の結果を指導

につなげやすくなり，事例のようにＰＤＣＡのサイ

クルを行いやすいのではないかと考えている。 

評価スケールでの評価結果に応じて，目標や指導

内容の設定ができるよう，評価スケールと指導内容

表の「発達の特徴」との関連づけを行った。先行研

究やこれまでの指導実践の経験に基づいたが，関連

づけの手続きについて，科学的な視点で検討を重ね，

事例検討を行うことを通して，客観性を高めていき

たい。 
 

４ 今後の課題 

以上のように，評価スケール及び指導内容表は，

重度・重複障害のある子どものコミュニケーション

指導の参考にするための基本的な形を整えることが

できた。以下に課題をあげる。 

・一事例による検討だったため，今後，実践を重ね，

幅広い実態の重度・重複障害のある子どもの教育

に活用できるよう改良を重ねることが必要である。 
・教育課程との関連を検討する。特別支援学校では

自立活動が教育課程に位置づけられているが，評

価スケール及び指導内容表を自立活動の指導内容

と関連させて考えることが必要であろう。また，

コミュニケーション学習は，子どもの実態に応じ

て様々な場面で指導を行うので，本研究で作成し

た指導計画が「個別の指導計画」と関連づけて指

導できるかの検討が必要である。 
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